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昭和49年度卒業生・修了生諸君へ
昭和49年度学部卒業生， 専攻科及び大学院研究科修
了生並びに短期大学部卒業生諸君に， 心からお祝いを
申し上げます。
諸君は後雪の功なり， 高い教養と， 高度の学問技術
を修得きれ， いよいよ明日より変動苛烈な実社会に出
て活躍されるのでありますが， その前途洋々として光
輝あることを祈念して止みません。
いまや我が国は， 経済社会の急激な変化のため， か
つてない大きな困難に直面しています。 資源・エネル
ギ一・食糧に乏しい日本は， 一日もはやし これが根
本的解決のため， 産業構造の転換を図り， 民族の永生
を計ることはもちろんのこと， 世界全人類の平和と繁
栄のため， 死力を尽くさねばなりません。
古代ギリシャの哲学者アリストテレスは 「万物はみ
な発生・成長・死滅のプロセスをもっ」と述べており
ますが， 自然界の輪廻， 自然の法則にそむいた高度成
長のひずみが， 環境破壊・公害・資源の不足を招いた
よい時とわるい時
人生には幸運なことと不運なことがいろいろあるけ
れど， 幸運なことが， 不運なことを引き起す遠因にな
ることもあるから， よいことがあっても何時までも喜
んでばかりはおられない。
化学反応論で世界的第一人者といえば， 多分， アメ
富山大学長 材に
ことは否定できません。
勝 次
エネルギーの浪費だけではなく， 人間性まで燃焼し
続けてきた日本杭あらゆる資源の有限性に直面した今
日， あらためて日本人の世界観， 人生観を見直し， そ
の確立を急がねばならない時がきていると存じます。
諸君の責任はまことに重大であります。
朝夕， 豪壮雄 大なる立山を仰ぎながら， 大学生活を
送った諸君は， 厳然として大地に準え立つ大雄峰のご
とし いかなる逆境， いかなる困難や環境の変化にも
動じない不動心をもって， 毅然として進んでいただき
たいものです。
経済社会における困難の増大は， いまこそ人間性回
復の好機と考え， 奮起すべきときと存 じます。
願わくば， 日頃の健康に留意され， 安定した21世紀
をめざし， 国際的視野にたっての研究， 努力と精進を
きれることをお願いいたします。
文理学部長 竹 内 豊三郎
リカのアイリングをあげるであろう。 そのアイリング
が， 新しい速度論を思いついて， まとめ上げて学会に
発表するつもりで， 家族を引きつれ， ソルトレークか
らワシントンに行くドライブの途中で衝突事故を起し，
家族と共に怪我をして， 遂に発表を断念してしまわね
- 1 -
ばならなくなった。 彼はその時の長い入院生活で， 発
表論文をこ まかくチェックした。 そして幾つかの訂正
すべきこ と～ 更に発展させるべきこ とを思いついた。
後年， 彼は 「もし， あの当時の考えをそのま、発表し
ていたら， 多くの反論に出会い， 更にこ の内容を発展
卒 業 生 に送る
卒業生諸君， お目出とう。 諸君が富山大学教育学部
に入学し， 今日までの学園生活の聞にいろいろのこ と
があったろう。 その学生時代の数々は若き日の思い出
として長〈心に残るであろう。 諸君はそれぞれの学校
の教員たらんとして教育学部に入学し， 教養時代のス
トライキで講義が消化しきれず， 卒業の日が遅れる他
の学部の学生に比べ， 所定の課程を修め目出たく例年
通りに卒業の日を迎えるこ とが出来たのは幸福である。
学部諸先生方の高配に感謝する必要があろう。 諸君は
所定の学業を修了 したとはいえ， それで足りるもので
はない。 教員に必要な基礎を修了 しただけであって，
自ら磨き充実させるのはこ れからである。 友と語るこ
とはやさしい。 利害と打算で動く人の多い世の中で真
の友は得難い。 自らの人生の中で， よき真の友を見つ
けて欲しい。
わが国の社会は繁栄と豊かきの中に重大な危機をは
卒業生諸君に よせる
長い学窓生活の最後のきぎはしを登り， まさに社会
へ雄飛する新卒業生のため， 心からお慶び申し上げる。
こ の佳辰を心待ちにされた方々の随喜を察し， 諸君と
共に今日の感激を新たにしたい。
経済学部は昨秋， 創立50周年を迎え， 綴られた半世
紀の歴史を回顧し， 多くの先輩諸氏と校運の隆昌を感
謝した。 後に続く新進気鋭の働き人たる諸君には， 社
会各班の分野で有為な逸材の誉に輝〈明日が期待きれ
ている。 就職問題は大学の存立目的から時に二次的に
扱われるが， 学生諸君にとって重大な関心に値する以
上， こ の不況ムードの中で 1 0 0% 内定の線を崩きなか
ったこ とは特筆されて よい。
きせる勇気をも失ってしまったこ とであろう」と語っ
ている。
人生で自分の思い通りに行かなかったとき， どの よう
に対処するかを教えてくれるエピソードのーっとして，
卒業生に伝えたい。
教育学部長 深 井 良日
らんでいる。 諸君は今日から社会人として生活するわ
けであるが， 明敏な洞察力と的確な判断力を磨き， 豊
かな人間形成に努力して欲しい。
4月から多くの児童・生徒が若い溌刺たる諸君を待
っている。 教壇に立つてはその教育者としての立場と
責任を自覚し， おしみなく与える母の愛情と父の厳し
さをもって次代の国民の育成に努力して欲しい。 県内
でスムースに教壇に立ち得ない者もあると思うが， 国
立の教員養成学部では需要と供給による定員の調整が
出来難い事情があるので当然起り得る現象であろう。
吉凶はあきゃなえる縄の如しという。 どうか明朗な心で
孤独に陥らず必要な時には母校を訪れて欲しい。 諸君
には親しい指導教官があった筈である。
最後に諸君の前途の多幸を心から祈り， はなむけの
言葉としたい。
経済学部長 幸庁 田 隆 信
諸君は紛争の嵐をおさめ， 試練にたえて正常な勉学
環境を回復した。 一先輩の篤志に成るキャンパス緑化
の工事にも近く着手する。 発展と躍進の気運はこ れか
ら益々聞かれて行くであろう。
外に目を向ければ， 自由主義国と社会主義国の対立
は和らぎ障壁も低くなったが， それでもイデオロギー
に よる統治体制の差異は著しい。 しかし社会機構や民
情の別をのりこ えて， 主権尊重と善隣友好を旨とすべ
きこ とは， 国際関係の平和的維持の鉄則である。 貿易
立固め国策に従い全世界を舞台とする若い経済人は，
清廉かつ高遁な精神的自負を以て不断にモラル・パッ
クボーンを培って頂きたい。
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近時， 自己本位の冷淡と無関心が指摘される。 しか
も地球社会の方々で機餓と恐怖におののく現実がある。
無気力な平和は正しい平和を意味しない。 かつて虜囚
の地ノ〈ビロンで50年の辛苦にたえて神の義を仰いだイ
スラエルの民があった。 いま中東・アフリカ・東南ア
ジアの一角に殺伐な戦火が燃えている。 日本国憲法を
流れる平和共存の旗臓を高くかかげ， 愛の連帯を結ん
で世界に奉仕する日本青年の登場が待たれる。 小異を
捨てて大同に就き 「大いに和する」 大和民族の名分を
薬学部の卒業生に送る
年に一度の卒業期が訪れようとしていますが， 我が
富山大学では， 従来とは別の意味で異常な卒業式を迎
えることになる。 学部によっては3月期， 他の学部で
は4月期と， 薬学部では3月と4月末の 2 回の卒業式
を行わねばならぬ。 殊に46年4月入学の全員が4月末
の卒業式となる。 そのため， 公務員になれないばかり
か， 4月 1日の国 家試験は全員受験不能という異常事
態を発生する。 これは4月卒業の全員はおよそ 1年前
から承知のこと 、いいながら， 真に遺憾である。 こん
な時に卒業生諸君に贈る言葉と言われでも， なんと気
の重いことであろうか。 然し敢えて学園ニュースに執
筆するからには， 何か諸君のためにと思う次第である。
卒業生諸君のなかには， 何とか3月卒業になるだろ
うと，思っていた人もあり， そしてそう甘い期待をして
いたが， 結局は遂に駄目だったと某大学での病院実習
で当大学薬学部教官に述懐した人もあるそうである。
富山大学薬学部教授会は敢えて全員4月末卒業と，
泣いて馬諜を斬ることを決定したのは，「自ら播いた種
は， 自らの手で刈取るだけの責任をとってもらいたい」
ということだったのである。 授業料値上げ反対を訴え
卒 業 生 諸君へ
御卒業おめでとうございます。 この喜ぴは諸君のみ
のものでなく， 今日まで育まれた御両親はもとより，
我々の喜びであります。
諸君は日ならずして， 社会人として巣立つわけです
正すべきでもある。
諸君は個人の尊厳を重んじ， 真理と平和を希求し，
全体主義的専制に赴かず， 民主主義と基本的人権の真
の確立に力を合せてほしい。 諦らめに沈まず， 危機に
勇気を失わず， 節操を忘れず， 物質的繁栄の虚像に脆
拝せず， 厳正な歴史の審判を信じて， 理想、の高きに遁
進されるよう祈念する。
洋々と果てしない諸君の前途を祝福し， はなむけの
語に代える。
薬学 部 長 山 崎 高 磨
ることの善し悪しは別として， 反対行動として， 自ら
を犠牲にすることの連帯感は認められるとしても， 反
対行動の手段として， 不当なストライキ行動に出るこ
とは許きれない。 我が国が法治国である限り， このよ
うな行動は， 学生と雄も一般社会人と同様認められな
いのである。 私は諸君が今回のことを長い人生のひと
こまにおける尊い経験として， 永久に忘れないで将来
に生かしてもらいたい。
学生という身分は何かと社会的には優遇されている
が， －R社会に出た瞬間， 周囲の態度は一変す＝る。 殊
に今年の社会的一般情勢は戦後の例えば， 新制第 1 回
卒業期の昭和28年の時以上の厳しきが予想きれ， 一時
帰休・採用延期・採用中止など， しかもこのような状
況はなお数年続きそうな経済基調がうかゾえると言う。
幸い， 薬学出身者は比較的就職状況がよいように思わ
れるのはせめてもの慰めでもあるが， どうか諸君は今
後一層きびしい社会に船出するに際し， 軽薄な行動を
とらず， 堅実な歩みを以て人聞社会に貢献されること
を心から期待します。 最後に諸君の健康と幸福を祈り
ます。
工学 部 長 室 町 繁 雄
が、 時下正に不況の真唯中であり， これまでの卒業生
の経験しなかった多くの問題に突き当るものと思いま
す。 しかし， これが諸君の人生において大きなプラス
になるものと信じます。 越中の風土に育った不屈の精
- 3 -
神を発揮する好時期と存じます。 不況とは申せ， 何か 諸君はこ れから各大学の卒業生と共に仕事に従事す
明るい光が見えて来たような昨今です。 大いに頑張つ るものと思います。 どうか自信を持って頑張っていた
ていたゾきたい。 だきたい。 自信は努力の集積によって生じるものと思
こ れからの仕事は単独で、は成し得ない， 総合力が求 います。 日進月歩の時代です。 僅かの時間でも計画的
められる時代と思います。 それには多くの人々との協 に有効に利用きれんこ とを望みます。
調が必要と思います。 他人の意見をよく開き， よく岨 最後に健康に留意きれんこ とを念願致しつ冶お祝の
鴫して行動する心掛けが大切かと思います。 言葉に代えさせていただきます。
退官にあたって
私は昭 和22年秋， 専門学校になった東京第三師範学
校より， 故郷の富山大学誕生の期待と希望をもって富
山男子師範学校に転勤して参りました。 富山男子師範
学校は元， 西田 地方にあったのが， 昭 和20年 8月 1日
の富山の大空襲で壊滅し， 不二越の仮住を経て現在の
五福の地（当時富山歩兵35連隊の兵 舎の焼残りの大隊
にありました）で国 民服・国 民帽で教材・教具も殆ど
ない中に， 学生諸君と共に只夢中で黙々と学聞の道に
とりくんでいた事を思いだして感無量のものがありま
す。
又， 昭 和25年いよいよ富山大学の発足にあたり， 保
健体育科も初めて教育学部の新しい学科として誕生す
る事になり， 当時保健体育科主任の佐々亮先生（現在
女子短大教授）をはじめ， 教育学部長長谷川亀太郎先
生（現在は芦屋大学教授）も随分苦労なきったと灰聞
しています。 体育関係は佐々亮先生をはじめ， 林勝次
先生（現学長）、頭川徹治先生， 田 中久雄先生， 有沢一
男先生， 金子基之先生等多士済々でしたが， 生理や保
健関係では手をやかれ， 保健関係ては中央病院から称
や
谷先生（現在開業）と， 皮膚科開業の福田 武先生（当
時教育学部校医だった福田 先生の息子きん）の二人は
決ったが残りの生理関係がいなかった。 結局理科関係
にポストのある私に白羽の矢がたち， 佐々先生や長 谷
川学部長の二人にたのまれ， 私も人間対象の生理衛生
に意欲をもってお引き受けした次第です。 従って大学
発足当時は， 理科生物の学科（生物は福島先生， 山口
先生の二人が植物関係， 私が動物関係の三人）の外に，
保健・生理関係は非常勤の二先生の担当4 科目を除い
た全科目（保健教育法I ・II， 健康教育概論， 発育栄
養学， 体育生理学， 体育解剖学， 保健管理， 学校保健
等々）の担当を兼任の形でがんばりました。 今 にして
教育学部教授 山 測 利 文
思うと， よくまあゃれたものだと只汗顔の至りです。
こ のようにして15年間も過ぎ， 福島先生の御退官によ
って現在動物関係担当の田 中晋先生を迎え， やっと生
物関係は解放されて保健体育の専任のようになった次
第です。 然し現在でも保健体育関係は学科内容が複雑
多岐であり， 特に保健関係は弱体であり， 曲りなりに
も今日まで維持出来た事を幸甚に思うものです。 今や
こ の3月には新しく教養部の保健体育科と教育学部の
保健体育科の合併校舎も完成し， 又大学に保健センタ
ーも近く誕生する等， 今後の大学保健体育に明るい期
待と発展を祈って止みません。
又， へルン文庫として全国的に知られている大学図
書館の商議員として 8 年足らず勤めた事も思い出の一
つです。 今や堂々たる中央図書館として学園の中央キ
ャンパスに威容をほこ り， その隣りのデラックスな大
食堂の新築等， 智と食の殿堂がそろい， 学生諸君にと
っても幸いな事です。
又， 経済学部に始まる学園紛争の憂欝き， 大学変革
の嵐や授業料値上げのスト等々教官聞や学生の間との
隔たりは遺憾なこ とでした。
幸い今日のようにだんだん落着きをとりもどし， 住
みよい学びの里の大学にもどって来た事を嬉しく思い
ます。
終りに今後富山大学の益々ご発展と御隆盛をお祈り
致します。 又， 長い間お世話， 御交誼賜った学長先生
始め教育学部の諸先生方や， 其他の学部の諸先生方に
紙上乍ら深く御礼を申しあげ， Eつ諸先生方の益々御
健康と御多幸の程お祈り致します。
「いつまでも
学びの里よ
なつかしき」
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「とこ しえと 我は去りゆく
祈る学び舎 花咲かぬ聞に」
あとにして きようなら
追
想
断
片
富山大学経営短期大学部教授 水 井 謹 作
雪の降る街を， 想い出だけが通り過ぎてゆく。
黙々として草刈りに励む大西きん。 「ハイ， わかりま
した」 とダイアルをつないでくれた交換台の人達。 私
の顔を見るなり， 何かを書かさせられ， 印を捺させら
れた， 生き字引きの矢後きん。 それから図書館のあの
人， こ の人。 永い間御苦労をかけました。
経短の教養課程のおおかたを引受けていただいた講
師の先生方。 雪の降る夜， 雨の降りしきる家路。 御一
人御一人に頭をさげて， 御礼申しあげます。 建物は勿
論のこ と， 主事， 講師として， 主として専門課程をこ
なしていただいたのみならず， 運営・研究・親睦の面
でも母体学部には協力を惜しまないでいただきました。
さらに， 大学本部， 特に初代梅原学長 ， 次いで横田 学
長 の経短育成に対する心からの暖かい人格が身に泌み
て想起きれます。 全国の短大にさきがけて， こ の経短
から， 海外研究出張者が割りあてられました。 又， 国
短協， 国立短大主事会議に列してきて， 私は身をもっ
て， 本部の厚情を肌に感じています。
想い出は千切り雲にも似て， あてどなく追想は飛び
ます。 2 度目の私の応召は， こ の五福でした。 文理学
部の辺りにあった第1 中隊に入った私は， 今の経済学
部の辺りで， 銃剣術， 蛸壷から走りでて， 敵戦車への
体当りなぞ， 来る日も来る日も訓練を受けました。 時
は移り， やがてそこ は， ゲパ棒・ヘルメット・団交の
地と変化しました。 l 銭5厘のハ方、キ1 枚と交換きれ
た私の生命， 人間無視の差別と封建的秩序。 問答無用
の言論封鎖が五福の地に充満していました。 又， ゲパ
棒から生れた幾多の悲劇を浄化して行けるものは何で
あろうか。 又， それに よって今私共が得たものは何で
あろうか。 空しい徒労が残っているにすぎないのでは
なかろうか。
大学はその高い教養をもって， 先ず学生を飛躍的に
教育の偉大きと， ありがたさに開眼させねばならない。
学生は， 大学のもつ深い研究の涯しなさに驚異を覚え，
感動し， 教えてくれる人への敬慕へと進まねばならな
い。 それが大学のみがもっ自主性の核心ではなかろう
か。 単位取得の数を指折り数える事は些事に過ぎない。
お よそ大学の本質とはかけ離れたものである。 大学に
は1 年や 2 年長 居してもいい魅力がなければならない。
終戦後私は幾度か五福の地に移った師範学校に招か
れる機会に接したが， その都度断わって終った。 敗戦
と言う大きな悲劇のあと， 日々は余り過ぎていなかっ
た。 大学出身なるが故に陸軍 2 等兵の私は， 着剣不動
の姿勢で軍旗衛兵として直立していた建物が残ってい
た。 又， そこ での余りにも人間無視の教育， 教養を破
棄させ， ただ単純で一律のむなしい軍隊教育は， 私を
日一日と愚鈍化させていったにすぎない印象は， 1 年，
2 年で消え去る程の生易しいものではなかった。 当時，
私は二度と五福の地を踏むまいと思っていた。 それが，
こ の五福の地に足を運び， 定年として尽きる迄通い，
そして今去って行く宿命をもっていたのである。
数日前のテレビは 「寮生活は消えず」と題して， 槍，
穂高， 常念の山々の白一色につつまれた信州大学の寮
生活を語り， その旧制高校時代から受けつがれている
学生像を映じていた。 毛勝， 剣， 立山， 薬師を背景と
する富大は， 浄土の研究所を奥殿として， 五福の正門
を前立社殿の鳥居になぞらえる越大な教育， 学究圏と
して聖域化視きれる夢は， 去る者のたわ言として抵抗
もなく， 国に， 県に対しても言わして貰らってよかろ
うと思う。
最後に， 私は富大の発展を祈るなかに， 庶子として
生れた経短が， 鳩子のよフに力強く又周囲の人々に愛
されつ、， 一層成長 して行くこ とを念じつづけて行く
こ とであろう。 いわば私の教育者としての全力は， こ
こ に注がれこ こ で終った。 私は五福の腹の中に住んで，
今， 糞尿として体外に出， やがて無と化して行〈。 何
の栄養をも残さなかったと反省する。
雪の夜は物静かで、ある。 遠い足音すらが， 伝わって
かすれ消えて行く。 明日はその足跡すら消えて， 白一
色の大地が美しい姿をみせてくれるにちがいない。 山
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を愛してきた私は， 白一色の大地に準え連なる山々の 更に偉容を高め， 鋭〈輝かせる為に。
偉容を今も驚異に打たれて， じっと無言のま、見詰め 富大の凡ゆる方々， 殊に今も尚知らずして陰徳を受
て立つ。 山の見えない日には雪が降りしきっておるこ けた方々に感謝の言葉を繰り返しつつ・
とであろう。 想い出の足跡を， 跡かたなく美しく消し，
新 任 教 官
0鎌田 元一 講 師（文理学部） 49.12.l 
昭46. 3 京都大学大学院文学研究科修士課程修
了
昭49. 3 京都大学大学院文学研究科博士課程単
位取得
担当：国史学
0山崎 幸雄 講 師（文理学部） 49.12.l 
昭49. 3 東京大学大学院人文科学研究科修士課
程修了
昭49. 11 東京大学大学院人文科学研究科博士課
程退学
担当：国語学
感 激
し た 話
構内を歩いていると，「先生」と呼びとめられた。
「僕の家でついた餅を， これから友達の下宿で食おう
と思うのですが， 先生もいらっしゃいませんかdと言
う。 感激した。 とは言え， 私はその学生を知らない。
国文の学生だろうとは，思ったものの， 教室に出たのは
まだ一度きり， 顔など覚えてはいない。 こうして変な
所に連れこまれて， いきなりグサリとやられたら， 誰
か悲しんでくれる人があるかしら， などと考えながら
着いた所で私を待っていたのは， やはり正真正銘の餅
だった。 それからしばらし 別の学生が研究室に来て，
新任の辞
0助教授（名古屋大学工学部）佐藤 清雄
教 授（教養部） 50. 2 . 1 
昭3 5. 3 東京大学大学院理学研究科修士課程修
了
昭36. 1 0  東京大学大学院理学研究科博士課程退
= 寸ー
担当：物理学
（警察庁科学警察研究所法科学、l狐塚 寛第一部化学第二研究室長 ／ 
教 授（薬学部） 50. 3 .1 
昭28. 3 東京大学医学部薬学科卒業
昭46. 2 薬学博士
担当：環境衛生分析学
文理学部講師 山 崎 幸 雄
「下宿をきがしていらっしゃると聞きましたが， 見つ
からないようなら， 僕たちがきがしますからuと言う。
また感激した。 年が明けて， 授業を終えたある日， 今
度は女子学生が二人やって来て，「この次の先生の授業
の後で， 歓迎の意を表して簡単な茶話会をやりたいと
思いますので， どうかいらしてくださいりと言う。 ま
たまた感激した。 1 か月ばかりの聞に3度も感激でき
る場所というのは， めったにあるものではない。
こそ， 腰をすえるに足る所だと，思った。
薬学部教授 増 田 克 忠
富山に昨秋末着任し， 初めは天候激変に面喰ったも 省みると， 激烈な企業競争の中で研究開発に従事し，
のの， 幸い健勝で苦にもならず， 漸〈厳しい冬の天候 物（新薬）を創る苦労もしたが， これからの人を育て，
にも馴れた。 造る責務を考える時， 仰げば北アルプスの秀峰， 前に
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神通の悠大な流れと関西の繁華雑踏に比べ， 富山は何 である。 幸い学園紛争の余憧も消えんとし， 新たに医
と自然に恵まれ， 育くまれるに良い土地柄かと思う。 科薬科大学の設立を期し， その発展に努力し， すべて
それにつけても企業時代， 当校ならびにその前身の卒 総合・協力化の時代に際し， 同学部は勿論， 他学部の
業生で多くの優秀な人材を身近かに知っているので， 皆様にも将来共々交流・親交の程をねがう次第である。
こ の良き伝統は富山の自然と共に大切に保ちたいもの
和漢薬研究所に就任して
こ の度， 富山大学和漢薬研究所の化学応用部門を担
当するこ とに相成り， 昨年11月16日をもって着任致し
ました。
当研究所は， 薬学関係としては我国で唯一の付置研
究所であり， 昨年 6 月に薬学部の付属研究施設から昇
格したものでありますが， こ のように大きな発展をと
げましたのも， 大浦所長をは じめ先輩諸先生が， こ れ
までに卓越した研究業績を挙げて来られたこ とに加え
まして， 薬学部の諸先生方の絶大なる御努力の賜物で
あると拝察致しております。
もともと我国の薬学は， 和漢薬の研究より端を発し，
方々で天然有機化合物の研究が活発に行なわれてきた
わけでありますが， 和漢薬本来の極めて微妙な薬効に
＊ 
和漢薬研究所教授 菊 池 徹
つきましては， 現在でも大部分が未解決に残されてい
るように思われます。 当研究所では， こ の領域におい
て近年めざましい業績をあげておられますが， 今回，
私が化学応用部門の担当として， 化学的手段を通しま
してこ の分野の研究に参加出来ますこ とを非常な光栄
と思いますと同時に， 責任の重大きを身にしみて感 じ
ている次第であります。
幸にも， 富山大学生え抜きの金岡助教授という優れ
た伴侶を得， 小人数ながらも新しい教室の基礎作りに
専念しているとこ ろであります。 どうか諸先生方のあ
たたかい御指導， 御援助を心からお願い申し上げる次
第であります。
＊ ＊  
（｜学部だより l …部
．経済学部
昨今の深刻な不況にもかかわらず， 今春の経済学部
卒業予定者は就職希望者全員の就職が内定しており，
懸念された採用取消も幸い一件もなくすみそうである。
経済学部では県外出身者が多いこ ともあってか（ちな
みに昭和49年度入学生の県外出身者比率は全学平均の
50%をはるかに上回って， 経済学部では6 3%である）
県外就職予定者が79%にのぼっている。 卒業生諸君の
今後の各地での活躍を期待したい。
経営学科新設後最初の学年の専門課程移行を今秋に
ひかえて， 新カリキュラムの編成や経済学部規則の改
正等の準備が目下着々と進められている。 それに伴う
研究教育体制の整備も急がれており， 今後スタッフも
ますます充実していくこ とが期待される。
3月4 日をもって後期期末試験を終了 し， 無事に年
度末を迎えるこ とができそつである。 49年度の学生定
員増にともなう 6名の増員教官は年度内にすべて着任，
いささか態勢も整いかけてはいるが， 校舎の増築は当
局との折衝によって当初の計画に変更が加えられ， 漸
く4月早々に着工の予定である。 新定員による二つの
学年を収容しなければならぬ50年度前期には， 学生も
教官・事務官も数々の不便を忍ばねばならぬであろう。
「狭い教養部」の歎きはまだ当分続きそうである。
教養部ではかねてから畳食時間の短いこ と（ 35分）が
問題となっており，今年の冬は暫定的措置を講 じてきた
が， 他大学なみに50分の休憩を可能にする成案を得た
ので， 4月から実施の予定で関係学部と折衝している。
なお， 会計係の酒井正保事務官が今年度限りで退職
きれる。 温厚な人柄を愛惜し， 永年の御勤務に感謝し，
一層の御多幸をお祈りする次第である。
- 7 一
．学生部
一一一学生証の査証について一一一
1. 2 .  3年次生は，各学部教養部の学新系で， 昭和50
年度の査証を行ないますので， 必ず受けてください。
なお， 査証を受けていない学生証は無効となります。
楽しかったスキー講習会
去る1月7日から13日までの1週間にわたり， 志賀
高原ブナ平スキー場を中心として， 学生140名， 教職
員20名計160名が参加し， スキー技術の向上， 集団生
活の体験を通 じて， 協力や奉仕の精神を養い， 学生間
およぴ学生・教職員の懇談により一層の人間形成をは
かり信頼感を高めるこ とを目的とした 「昭和50年1月
学生集団スキー講習会」が開催された。
今年の講習会も， 地元志賀のリフト会社， 宿のおっ
ちゃん達が喜ぶように， 富山大学は 「雪をしよってく
る」の言葉どおり， ゲレンデのあちこ ちにブッシュが
みえていた初日であったが， 2 日目からは吹雪に見舞
われた。 スキーが初めてという者から， シュプールを
残してきっそうと滑べる者まで講習生はさまざまであ
るが， 1人の脱落者もなく吹雪を克服して練習を続け
たこ とは， きすが雪国富大生である。
ともかく， 1週間にわたる講習会は， 悪天候にもか
かわらず心配きれた怪我人もなく， 無事有意義に終了
し得たこ とを， 指導教官並ぴに関係各位に深〈感謝し
たい。 （学生課）
各班のノートから
7日 0朝6 : 30の集合に正月ぼけが抜けきらず自を
こ すりながらの人もチラホラ。
0汽車の中では思い思いに食べる， 飲む， 遊ぶ，
眠る， 中には早くもかなりメーターのあがっ
ている人も・・ ・。
0発晴温泉駅に着色 ノ〈スから降りて宿舎に着
くまでにスキーもはいていないのに靴のまま
で初滑り， ギャップでは初こ ろびし， 背中の
荷物を痛い痛いといわせている人もいる。
0開講式では， 清広荘のおっちゃん， おばちゃ
んに見せつけられる。 とってもいい人たちと
いう感 じ。 ( 3班のノートより）
8日 o初めて滑るスキー， 靴をはくのさえエッチラ
オッチラ， はいたらスーとどこ へやら。
おつかなび、っくりアーこ わ， 先が思いやられ
る。 (10班のノートより）
0初めて本格的なスキーをやる。 子供の頃， 竹
スキーで雪の滑り台をつくって滑ったものだ。
本当は10班に入らなければならなかったのに，
申し込みの時の手違いで7班に入ってしまっ
た。 みんなの足を引っぱるよフで申し訳けな
い。 しかし僕が班長とはどういうこ とだ！明
日は7 班を出なければならないかもしれない。
そういうこ とのないようにカゃンパロー！！
( 7班のノートより）
9日 0今日のコンディションは吹雪で顔が痛いやら尻
が冷たいやらで、参った， 参った。 しかし雪質
は昨日と違ってサラサラの上質， やっと志賀
の雪らしくなった。 エッジの切れ味良く， 自
らのシュプールを残していく1班。 僕だけ乱
れたスキーをやっているとみんなにおいてき
ほ‘りをくいそうで今でも心配。 皆さん， おい
ていかないで一。 ( 1班のノートより）
10日 0今日の午後の練習は充実していたと先生がお
っしゃる。 確かにみんな上達したなあと思う。
うまくいくと， みんなの拍手が飛ぶ。 手なら
ぬストックでの拍手。 みんなが 「うまい1」
と言ってくれた時の嬉しき， そして一番拍手
の多いのが班長きん。 滑って拍手， そして華
麗なる転び方にまた拍手， 先生も一緒になっ
て笑いこ ろげておられる。 なんと楽しい班な
のだろう。 こ の班に入ってよかったなあ一。
( 8 班のノートより）
11日 0昨日は寺小屋スキー場で転びっぱなし。 今日
は七曲りでスイスイ， 昨日と比べてなんと気
分のよいことか。 スキーは転ぶとおもろない
けど， 転ばなければこ んなおもしろいものは
ないなあ一。 ( 9 班のノートより）
12日 o今日は最後の目。 ジャイアン、ソへ行こ うかの
声もあったけど， 高天ケ原， 一ノ瀬ファミリ
ー， ダイヤモンド， 寺小屋とツアーに出た。
今日ほどおもしろし うまく滑れた日はない
ように思う。 最後とは信 じがたい。 明日も滑
りたい。 されど明日は00の中だろうなあ一。
清広荘のおっちゃん， おばちゃん長い間どう
もありがとう。 こ れからもよろしくね。
( 8 班のノートより）
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昭和50年度入学志願者調（男女別ほか）
学 部 学科・課 程 志願者
数
男 女 県 内 （号外書） 50�或弘 (4 913 卒浪 ） (4823 撃 〉 自37浪． 税以店上革命 主学検量 備 考
文 4 5 0 2 3 7 2 I 3 2 I I 2 3 9 2 9 3 I I 2 2 8 I 6 I 4をも知県
文 理 理 5 2 0 4 I 4 I 0 6 I 7 6 3 4 4 3 3 I I 3 6 3 4 I 9 。
計 9 7 0 6 5 I 3 I 9 3 8 7 5 8 3 6 2 4 2 4 8 6 2 3 5 
小 学 校 7 5 8 I 5 5 6 0 3 5 8 4 I 7 4 6 5 7 9 3 4 4 。
中 学 校 2 7 3 I 4 6 I 2 7 I 9 5 7 8 2 I 7 4 7 6 3 。
教育 養 護学校 9 8 I 0 8 8 8 I I 7 8 5 9 3 I 。
幼 稚 園 I 3 4 I I 3 3 I 2 6 8 I 2 -9 5 。 。 。
計 I 2 6 3 3 I 2 9 5 I 9 8 6 2 7 7 I 0 8 8 I 5 4 I 3 8 。
経 8寄 9 9 6 9 6 0 3 6  3 2 2 6 7 4 7 0 4 2 4 I 3 4 I 6 I 男帽汁宵
経 済 経
営
6 4 2 6 0 8 3 4 2 7 3 3 6 9 4 4 8 I 6 3 2 0 I I 。
計 I 6 3 8 I 5 6 8 7 0 5 9 5 I 0 4 3 I I 5 2 4 0 4 5 4 2 7 
薬 8 0 4 2 5 9 5 4 5 7 9 7 2 5 5 6 9 I 8 4 2 7 2 4 。
薬 製 薬 化 5 5 I 3 6 4 I 8 7 5 I 5 0 0 3 4 8 I 4 7 3 9 I 7 。
計 I 3 5 5 6 2 7 7 3 2 I 3 0 I 2 2 5 9 I 7 3 3 I 6 6 4 I 。
電 気 工 3 I 8 3 I 8 。 I I 9 I 9 9 2 5 2 5 3 8 5 。
工 業 化 2 8 7 2 8 3 4 I 0 6 I 8 I 2 2 3 4 9 I 5 。 。
金 属 工 2 0 2 2 0 2 。 I 0 3 9 9 I 4 3 4 8 9 2 。
II 様 工 3 0 7 3 0 7 。 9 I 2 I 6 2 2 7 7 0 6 4 。
工
生産織鎌工 2 0 2 2 0 I I I I 0 9 2 I 5 4 3 8 7 3 。
化 学 工 2 I 0 2 0 9 I I 3 9 7 I 5 I 5 0 8 。
電 子 工 2 2 4 2 2 4 。 8 I I 4 3 1 6 7 4 9 4 4 。
計 I 7 5 0 I 7 4 4 6 7 2 3 I 0 2 7 I 3 I 7 3 5 7 5 7 I 9 。
6 9 7 6 4 8 9 8 2 0 7 8 2 8 2 I 4 I 5 5 5 0 9 8 I 4 9 4 2 5 2 I 3 0 2 
メE当3、 計 ( 70. 21 % (2 9.79�匹） ( 40. 4  % (59.56 % ) ( 73. 08第 ) (21.4 2%) ( 3. 61彪） (1.86 %) ( OD3 %〕
昭和50年度富山大学入学志願者数調
昭 和 50 年 度 昭 和 49 年 度 備 考学 部 学科 ・ 課 程
募集人員
志願 者 数 倍 率 募集人員
志願者 数 倍 率
文 学 科 8 0人 4 5 0人 5. 6 3 8 0 人 4 2 4 人 5. 3 0 
文 聖量 理 学 科 I 3 5 5 2 0 3. 8 5 I 3 0 4 5 0 3. 4 6 昭和50年度は5名の増募
計 2 I 5 9 7 0 4. 5 I 2 I 0 8 7 4 4. I 6 
小学佼教員養 成課程 I 4 0 7 5 8 5. 4 I I 4 0 6 0 2 4. 3 0 
中学校教員養 成課程 5 0 2 7 3 5. 4 6 5 0 2 I 6 4. 3 2 
教 育 養護学校教員養成親程 2 0 9 8 4. 9 0 2 0 6 6 3. 3 0 
幼稚園教員養 成課程 3 0 I 3 4 4. 4 7 3 0 8 9 2. 9 7 
計 2 4 0 I 2 6 3 5. 2 6 2 4 0 9 7 3 4. 0 5 
経 S寄 学 科 I 2 0 9 9 6 &3 0 I 2 0 9 6 9 8. 0 8 
経 済 経 営 学 科 I 2 0 6 4 2 5. 3 5 I 2 0 5 0 9 4. 2 4 
計 2 4 0 I 6 3 8 6. 8 3 2 4 0 1, 4 7 8 6. I 6 
薬 学 科 5 5 8 04 I 4. 6 2 5 5 6 2 3 I I. 3 3 
薬 製 薬 化 学 科 5 0 5 5 1 1 I. 0 2 5 0 3 4 0 6. 8 0 
計 1 0 5 I 3 5 5 1 2. 9 0 1 0 5 9 6 3 且I 7 
電 気 工 学 科 5 0 3 1 8 6. 3 6 5 0 2 1 6 4. 3 2 
工 業 化 学 科 4 0 2 8 7 7. 1 8 4 0 I 3 9 3. 4 8 
金 属 工 学 科 4 0 2 0 2 5. 0 5 4 0 I 1 9 2. 9 8 
工 !ll 械 工 学 科 5 0 3 0 7 6. I 4 5 0 I 9 9 3. 9 8 
生産綾繊工学科 4 0 2 0 2 5. 0 5 4 0 I 2 1 3. 0 3 
化 学 工 学 科 4 0 2 1 0 5. 2 5 4 0 I 3 3 3. 3 3 
電 子 工 学 科 4 0 2 2 4 5. 6 0 4 0 1 8 7 4. 6 8 
計 3 0 0 l 7 5 0 5. 8 3 3 0 0 I. I 1 4 3. 7 1 
メ匹、事 計 1. 1 0 0 6. 9 7 6 6. 3 4 1. 0 9 5 5. 4 0 2 4. 9 3 
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学 部
文理学 部
教育 学 部
経済学郎
薬 学 部
工 学 部
メE弘3、
昭和49年度大学卒業予定者進路状況調査
学 科
文 学 科
理 学 科
計
小養学 成校課教員程
養中学成校課教程員
養
員養
護学成校課 教程
計
経 済学 科
計
薬 学 科
製 薬化学科
計
電気工学科
工業化学科
金 属 工学 科
機械工学科
工
生 産
学
機 械
科
化学工学科
電子工学科
計
計
卒 業 見
就 験 希
込 者 数 望 者 数
計 男 女 計 男 女
54 27 27 42 18 24 
103 84 19 56 41 15 
157 111 46 98 59 39 
100 16 84 99 16 83 
45 20 25 40 17 23 
14 3 1 1  14 3 11 
159 39 120 153 36 1 17 
156 154 2 141 13!;l 2 
156 154 2 141 139 2 
42 4 38 28 1 27 
44 17 27 19 2 17 
86 21 65 47 3 44 
35 35 0 27 27 。
33 33 0 24 24 。
31 31 0 2 1  21 。
49 49 0 41 41 。
34 34 0 29 29 。
27 27 0 22 22 。
35 35 0 25 25 。
244 244 0 189 189 。
8D2 569 233 628 426 202 
（昭和50年 1月31日現在）
家事家業及び
進 学 希
意 志表示 就 職 内 就 験 率
自 営 業希望者
数（不就業者
を含む）
望 者 数
のない
者 定 者 数
計 男 女 計
。 。 。 8 
。 。 。 33 
。 。 0 41 
。 。 。 。
1 。 l 
。 。 。 。
1 。 l 1 
6 6 。 。
6 6 。 。
。 。 。 4 
。 。 。 16 
。 。 。 20 
l 1 。 7 
。 。 。 9 
。 。 。 10 
1 l 。 7 
l 1 。 4 
。 。 。 5 
1 。 9 
4 4 。 5 1  
11 10 1 1 13 
男
5 
32 
37 
。
l 
。
1 
。
。
3 
11 
14 
7 
9 
10 
7 
4 
5 
9 
5 1  
103 
女 計
3 4 
14 
4 18 
。
。 3 
。 。
。 4 
。 9 
。 9 
10 
5 9 
6 19 
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
10 50 
男 女 計
4 。 16 
11 3 3 1  
15 3 47 
。 23 
2 3 
。 。 2 
2 2 28 
9 0 14 1 
9 0 14 1 
0 10 12 
4 5 15 
4 15 27 
。 。 27 
。 。 23 
。 。 18 
。 。 37 
。 。 29 
。 。 22 
。 。 23 
。 0 179 
30 20 422 
男 女 計
6 10 38.1 
27 4 55.4 
33 14 48.0 
7 16 23.2 
3 0 7.5 
。 2 14.3 
10 18 18.3 
139 2 100 
139 2 100 
1 1  42.9 
2 13 78.9 
3 24 57.4 
27 0 100 
23 0 95.8 
18 0 85.7 
37 0 90.2 
29 0 100 
22 0 100 
23 0 92.0 
179 0 94.7 
364 58 67.2. 
(%) 
男 女
33.3 41.7 
65.9 26.7 
55.9 35.9 
43.8 19.3 
17.6 。
0 18.2 
27.8 15.4 
100 100 
100 100 
100 40.7 
100 76.5 
100 54.5 
100 。
95.8 。
85.7 。
90.2 。
100 。
100 。
92.0 。
94.7 。
85A 2.8.7 
第15号の町正 4頁の下から7行目蒼皐とあるを蒼室に訂
7頁の上から14行目股昧とあるを暖昧に訂
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